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《使用経験》

99mTc－Sn－Colloidによる肝シンチグラフィ

一i98Au－Colloidとの比較一

鈴　木　雅　紹＊

1．はじめに

　肝シンチグラフィには従来より，198Au－colloid

（Au－C）の使用が一般的であったが，1964年，

Herperら1）によって，9gmTc－S－colloidが報告さ

れて以来，その優秀性が認められてきた2）3）．

さらに9gmTc製剤として，1972年，9gmTc－Sn－

colloid（Tc－Sn－C），1973年，99mTc一フィチン酸

がSuburamanianら4）5）1こより相続いで報告され

期待されている．今回，Tc－Sn－Cを使用して，

肝シンチグラフィのための基礎的および臨床的検

討，特にその血中減衰，肝集積能および脾影度に

ついて，Au－C法との比較検討を行なったので報

告する．

ll．対象と方法

　1974年8～12月間の当院における肝シンチグラ

フィの被検者の内，Tc－Sn－C法およびAu－C法

の両者による検査を行ない得た62例を対象とし

た．その内訳は男性39名，女性23名で年齢分布は

22～78歳（平均49歳）であった（Table　1）．

　Tc－Sn－Cは，既調製Liver－colloidまたは用時

調製Liver－colloid－set（日本メジフィジックス

社）を使用した．用時調製Tc－Sn℃は99mTc溶

液とスズ試薬の等量混合によって簡単に調製され
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Table　1　62　cases　studied　with　i98Au－colloid　and

　　　　99mTc－Sn－colloid

　　　（male：39　cases，　female：23　cases）

No．　of　cases　age（average）

control

acute　hepatitis

chronic　hepatitis

liver　cirrhosis

liver　tumor

others

7
3
4
2
7
9

　
1
1
1

23－67　（43．3）

24－68　（45．7）

22－71　（48．3）

32－78　（57．3）

54－76　（60．4）

23－48　（37．1）

total 62 22－78　（49．1）

る．その標識率および安定性について，80％メタ

ノール溶媒を用いたラジオ薄層クロマトグラフィ

によって検討した．標識状態の変化を，調製時よ

り，24時間にわたり，1時間毎に調べた．Tc－Sn－

Cの粒子径についてNucleopore　filter（5μ，3μ，

1μ，0．4μ）を使用し，2mlのTc－Sn－Cを試験

管にろ過し，ろ過後のNucleopore丘lterを注意

深く別の試験管に入れて，計数効率がろ液と同一

になるよう2mlの水を加え，ろ液及びfilterをウ

ェルタイプシンチレーションカウンターによって

計数した．また，100μCiをSprague－Dawley

（SD系）正常成熟雌ラットに静注，15分後に屠殺

し，臓器内分布状態を調べた．

　被検者1人あたり，1～3mCiを静注し，心ま

たは大腿部および肝部において15～20分間血中減

衰および肝集積の体外計測を行なった．続いて，

Au－C（ダイナボット社）を200～300μCi静注

し，同様に計測した．一部症例について，採血法

の併用および2回静注による測定を行なった．そ

の後シンチスキャナー（Nuclear－Chicago　PHO／

DOT皿）またはガンマカメラ　（東芝製GCA一
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Fig．2　Distribution　pattern　for　the　estimated

　　　particle　size　of　sgmTc－Sn－colloid．

Table　2 Distribution　of　99mTc－Sn－colloid　in

Sprague－Dawley　rats　by　four　lots．

organ distribution　rate　（％）

1iver

Spleen

Lung

92．50±0．52

4．29±0．73

1．42±0．29

　　　O　　　　　front　　　　　　　　　orlgtn

Fig．1　Stability　tested　by　thin・1ayer・chromato・

　　　graphy．
　　　Absorbent；Merck　Silicagel（5724）

　　　Solvent；80％Methanol
　　　Activity　Scanning

　　　　Scan．　Speed；25　mm／min

　　　　Time　Const．；3sec
　　　　Full　Scale；10　kcpn

　　　　Slit　Width；1mm

101）によって撮影した．体外計測には2チャン

ネル指向型シンチレーションカウンター（NaI

（Tl）13／4φ×2in．，メトロ電機研究所製）をレコ

ー ダーに接続して使用した．採血法は静注後3，

6、10，15分に採血し，ウェルタイプシンチレー

ションカウンターで計測した．

　体外計測法による血中減衰T1／2および肝集積

丁1／2について，Au－C法との比較および2回静注

による再現性を調べた．また採血法によるAu－C

法との比較および採血法と体外計測法の比較を行

なった．シンチグラムの脾影度については，正面

像で肝と脾の濃度を比べ，脾影の無いものをgrade

O，明らかでないものをgrade　1，ほぼ同濃度の

ものをgrade　2，肝濃度より脾濃度の高いものを

grade　3とし，　Au－C法によるものと比較した．

検査前および後に，発赤，紅斑，発疹，痒廣，発

熱，発汗，発咳，口渇，血管痛，頭痛，腹痛，悪

心，嘔吐，心季充進およびその他自覚症状などの

副作用について問診した．

皿．結　果

　ラジオ薄層クロマトグラフィの結果，Tc－Sn－

Cは原点に認められた．遊離の99mTcは、コント

ロールにおいてRfO．9付近に認められたが，調

製液には全く認められず．つねに高い標識率を示
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Fig．3　Comparison　of　blood　clearance　half－time　value　between　193Au－colloid　and　99mTc－Sn－colloid
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Fig．4　Correlation　of　blood　clearance　half－time

　　　value　between　i98Au－colloid　and　99mTc－

　　　Sn－colloid　in　external　counting　method．
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した．時間経過による標識率の変化は，24時間後

においても全く変化が認められなかった（Fig．1）．

Tc－Sn－Cの粒子径については，標識率を100％と

して，0．4μ以下が9．1，0．4～1μが57．2，1～3

μが28．1，3～5μが1．0，5μ以上が4．6％であ

り，大半が3μ以下であった（Fig．2）．　SD系ラッ

トによる臓器内分布測定の結果は，肝臓への分布

が多く，総放射能の92．5％を占め，肝への集積の

高いことを示した（Table　2）．

　血中減衰T1／2は，全般にAu－C法に比較して

低値を示した（Fig．3）．禰漫性肝疾患とコントロ

　o

　Ol23456789101’　　　　　　　　Au－198－coltoid　　　　　　　　　　　　　　　〔rnin，

Fig．5　Correlation　of　liver　accumulation　half－

　　　time　value　between　198Au－colloid　and

　　　99mTc－Sn－colloid　in　external　counting

　　　method．

一ルを含む46例については，相関係数0．915（P＜

0．001），y＝0．45　x＋0．61の回帰を得た（Fig．4）．

しかし肝集積Ti／2については相関関係は認めら

れなかった（Fig．5）．再現性（7例）について，

2回測定（Fig．6）の平均に対する差の割合は，血

中減衰T1／2の場合12±8（SD）％，肝集積T1／2

の場合5±5（SD）％であった（Table　3，4）．20

分間以上体外計測を行なった例において，肝集積

曲線の下降および血中減衰曲線の上昇が観察され

た（Fig．7）．この肝集積曲線の下降のT1／2（9例）
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　　亀74．12．12　　Nl

Tc－99m－Sn－oolbid　　2mCi　inj．

　　　一」1　min

Fig．6　Reproducibility　test：Injection　of　two　millicurie

　　　99皿Tc－Sn－colloid　was　repeated

について疾患との関係は得られなかった（Table

5）．採血法（10例）による血中減衰T1／2は，　Au－

C法との相関係数0．913（P＜0．001），y＝0．73x

＋o．50の回帰を得た（Fig．8）．採血法と体外計測

法の比較は，相関係数0．765（P＞0，01，n＝10），

y＝0．93x＋0．25の回帰を得（Fig．9），　Au－C法に

おいて相関係数0．935（P＞0．001，n＝11），　y＝

o．80x→－1．32の回帰を得た（Fig．10）．シンチグ

ラムにおいて，すべての例で明瞭な肝影像が得ら

れた．また既製Tc－Sn－Cと用時調製Tc－Sn－Cの

　 ●

74．12，6　GJ．　74y．　m．

　　　　　　Tc－99m－Sn－cd㎞d　2mC｛ml．
　　　　　　　　　●ff●c†iv●TレP2■936　m｝n．
　　　　　　　　　回dogicol　nra　

●　 e262　 min＿

差は認められなかった．脾影度について

は，Au－C法に比較して，高いgradeを示

したが，相関性が観察された（Fig．11）．副

作用に関して，変化を訴えた例は認めなか

った．

IV．考　察

　　　　コロイドによる肝シンチグラフィは，周

　　　知のとおり，網内系特に肝のKupffer細胞

　　　の食喰作用の利用によって得られ，肝の形

　　　態と機能の観察に不可欠な診断法となって

　　　いる．肝シンチグラフィ用剤としてのTc－

　　　Sn－Cは，99mTcの物理的特性により，大

量投与の可能性，検査時間の短縮，被検者の被曝

放射線量の軽減など6）7）の優秀性をもっている．

使用した用時調製Tc－Sn－Cは，99mTc溶液とス

ズ試薬の等量混合を行なうのみで，簡単に調製さ

れ，調製時間の短縮，検者の被曝放射線量の軽

減，薬剤の無菌性などの面ですぐれている．自家

調製キットは標識率，安定性が動揺し，その検定

の必要性が示唆された8）が，既調製Tc－Sn－Cは

既にその検定がなされ，用時調製Tc－S．rCにつ

いて，標識率，安定性およびSD系ラットによる

臓器内分布測定において良好な結果を得、検定を

　　　（rn栖1
　　　　7「

　　　　6

Fig．7　Disappearance　of　99rnTc　from　liver：Dropping

　　　liver　curve　and　rising　heart　curve
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Fig．8　Correlation　of　blood　clearance　half－

　　　time　value　between　igsAu－colloid　and

　　　99mTc－Sn－colloid　in　blood　sampling

　　　method．
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Table　3　Reproducibility　of　blood　clearance

　　　　　　　　　　half－time　value　by　99mTc－Sn－colloid

　　　　　　　　　　（in　repeated　measurements）

　　　　　　blood　clearance

patient　half－time　value　average　difference
No． 　　（min）

1st　　2nd
（min） （min）

1
2
3
4
5
6
7

2．　2

2．6

2．4

2．1

1．8

2．0

3．6

2．4

2．6

2．1

2．　2

1．4

2．3

3．0

2．3

2．6

2．3

2．2

1．6

2．2

3．3

average　2．4±　　2．3±

±SD　　O．6　　0．5

2
　

3
1
4
n
δ
（
0

0
0
0
0
0
0
（
∪

　　　　o

　　　　　Ol234567　　　　　　　　　　blood　sampling　method　（min）

Fig．9　Correlation　of　blood　clearance　half－time

　　　　　　　value　between　blood　sampling　and　ex－

　　　　　　　ternal　counting　method　by　99mTc－Sn－

　　　　　　　colloid．
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Table　4　Reproducibility　of　liver　accumulation

　　　　　　　　half－time　value　by　99mTc－Sn－colloid

　　　　　　　　（in　repeated　measurements）
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　　　　　　　　time　value　between　blood　sampling　and
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　　　　　　　colloid．

Table　5　Half－time　value　of　ggmTc－disapPearance

　　　　　　　　from　liver

pac言t・g・・ex diagnosis
　　half－time　value

effective　　biological

（min）　（min）

行なうにしても簡単な方法で良いと思われる．

　　コロイドの血中減衰及び肝集積能は直接肝シン

チグラフィとは関係ないが，同時に測定が可能で

あり，肝血流量の指標として有用である．採血法

は一定時間内に何回もの採血が必要であり，被検

1
2
3
4
5
6
7
8
9

0
2
2
5
0
0
4
5
2

4
6
4
3
4
6
7
6
5

m
m

f
f
m
m
f
f
m

acute　hepatitis

acute　hepatitis

acute　hepatitis

acute　hepatitis

chronic　hepatitis

chronic　hepatitis

chronic　hepatitis

liver　cirrhosis

liver　cirrhosis

140

75

198

68

118

67

94

174

276

228

　95

437

　84

176

　82

126

335

1162
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Fig．11　Comparison　of　spleen　imaging　strength

　　　　between　lgsAu－colloid　and　99mTc　Sn

　　　　colloid．

者にとって苦痛であり，検者にとっても煩雑であ

る．採血法と体外計測法の関係において，Tc－

Sn－C法およびAu－C法共に相関が得られ，苦

痛のない体外計測法が良いと考えられる．採血法

および体外計測法共にAu－C法との相関が得ら

れ，体外計測法において良好な再現性が得られた

ことは，Au－C法と同様に，肝血流量の指標にな

り得るものと考えられる．Au－C法による血中減

衰T1／2との比較において，　Tc－Sn－C法の値が一

般に低値を示したことは，コロイド粒子の大きさ

による影響9）も否定できないが，gelatinの含有に

よって網内系食喰の御制の有ることが示唆されて

おり10），コロイドの性状に起因する要素が大きい

と考えられる．

　肝集積T1／2において，体外計測法による再現

性が良いにもかかわらず，Au－C法との相関が得

られなかった．このことはコロイド製剤の性状及

び粒子性の差による網内系細胞とコロイド製剤と

の相互的な影響とも推察されるが明らかでなく，

他方血中減衰T1／2では相関が得られており，

99mTcが低エネルギー一一・一であるため，体外計測にお

いて深部の疾患の反映が困難であることが一因と

考えられる．長時間肝集積を追跡した例におい

て，Tc－Sn－Cの肝集積後の肝放射能の経時的減

少が観察され，コロイドの性状によるものと推察

されるが機序は不明である．しかしそのT1／2が

長いので肝シンチグラフィには影響がないと考え

られる．

　Au－C法において，脾影は肝，脾循環障害およ

び高度の肝機能障害の指標とされ，肝および脾の

異常影像は組織学的に相関が認められている1P．

Au－C法との比較において，高い脾影度を示した

が，相関性が観察された．脾影度の高いことは，

コロイド粒子および性状9）によるものと推察され

る．脾影度の判定基準を定めれぽ肝，脾疾患の補

助診断として有効と考えられる．

　副作用について追跡することは困難であり，今

後の課題であるが、検査直後におけるアレルギー

症状の出現は認めなかった．

V．まとめ

　1．99mTc標識製剤はその物理的特性により，

大量投与の可能性，検査時間の短縮，被検者の被

曝放射線量の軽減などの優秀性をもっている．使

用したTc－Sn－Cは無菌性，調製操作の簡略化，

検者の被曝放射線量の軽減，標識率およびその安

定性の面ですぐれ，肝シンチグラフィ用剤として

有効である．

　2．血中減衰T1／2は，　Au－C法と同様に肝血流

量の指標になり得るものと考える．

　3．　肝集積後の肝放射能の減少が観察されたが

肝シンチグラフィには影響がないと考える．

　4．全ての例において明瞭な肝影が得られ，既

調製Tc－Sn－Cと用時調製Tc－Sn－Cの差はない

と思われる．

　5．　脾影度は肝，脾疾患の補助診断として有効

であると考える．

　6．検査直後におけるアレルギー症状の出現は

認められなかった．

　本稿を終えるあたり，試薬の提供を頂いた日本メジ
フィジックス社に深謝いたします。
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